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令和 5 年度第 1 回 

東京都後期高齢者医療広域連合運営会議 

 

 

 

１ 計画策定の趣旨 

(1)計画策定の目的 

本計画は、団塊の世代が後期高齢者に移行し増加を続ける被保険者数や、医療費の増加

を見据え、被保険者の健康診査の結果やレセプト情報等を活用した分析に基づき、被保険

者の特性を踏まえた効果的かつ効率的な高齢者保健事業等をPDCAサイクルにより推進し、

被保険者の健康の保持・増進と医療費の適正化を図ることにより、住み慣れた地域で自立

した生活ができる期間を延伸し、高齢者が安心して暮らせる地域社会を支えることを策定

の目的として位置付ける。 

 

(2)計画の名称及び計画期間 

「第４期 東京都後期高齢者医療広域連合 高齢者保健事業実施計画（データヘルス計画）

令和６（2024）年度～令和８（2026）年度版」 

 

 (3)計画の位置づけ及び他計画との関係 

  本計画は、高齢者の医療の確保に関する法律第 125 条第６項の規定に基づく「高齢者保 

健事業の実施等に関する指針」により策定する計画であり、「東京都後期高齢者医療広域 

連合第 2期広域計画」の実施計画に位置づけられる。 

また、令和６年度に改定される下記の関連計画との整合性を図るものとする。 
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２ 策定のための意見聴取等 

策定にあたっては、運営会議・東京都・市区町村・都三師会からの意見を聴取する。 

また、計画様式における第三者評価の視点から保健事業・支援評価委員会（東京都国民 

 健康保険団体連合会が設置）からの助言・支援を受ける。 

 上記の意見を反映させた計画案に対してパブリックコメントを実施することで広く意 

見を聴取し、最終的に運営会議からの提言を経て計画を策定するものとする。 

 

３ 策定の方針 

(1)データヘルス計画様式の標準化 

高齢者保健事業の実施計画（データヘルス計画）策定の手引き改正（令和５年３月 30 

日）に伴い、共通の計画様式が国から示され、データヘルス計画の標準化が図られた。 

 

(2)ＫＤＢ（国保データベース）システムを活用した分析 

計画の標準化に伴い、共通の項目に対してＫＤＢ（国保データベース）システムやレセ

プトデータ等による分析を行い、健康課題等を抽出する。 

 

(3)共通評価指標による評価 

健康診査の受診率、歯科健診実施市区町村数、一体的実施事業の実施市区町村数、ハイ 

リスク者割合等の共通評価指標を計画に組み込むことで、他の広域連合との比較が容易と 

なる。 

 

４ 策定の方針を踏まえた計画の方向性 

(1)フレイル・介護予防を意識した高齢者保健事業の実施 

平均自立期間を延伸し、平均自立期間と平均余命の差を短縮するという長期目標に対し、 

東京都の関連計画との整合性を図り、本計画においてもフレイル・介護予防を重点課題と 

して設定する。 

 

(2)健康診査の推進及び後期高齢者質問票の有効な活用 

都広域連合の健康診査の受診率は、全国平均に比して高い状態を維持しているが、より

多くの情報を集積し実態の把握に努めると同時に、被保険者自身の気づきや行動変容を促

すために健康診査を始めとする保健事業等において後期高齢者質問票を活用する。 

 

 (3)その他 

  今後、データ分析から導き出された健康課題について、東京都という区部、市町村、島 

しょ部で構成されている特殊な地域性に則した高齢者保健事業の実施に向け、多角的な視 

点で計画を策定する。 
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